
総合流域防災事業 上前川

市 原 市



前川水系は、市原市

引田地先にその源を発
し二級河川養老川、準
用河川今津川と流域を
わけながらほぼ併走し、
千種海岸地先で東京湾
に注ぐ流域面積６．０９
ｋ㎡、河道延長５．１ｋｍ
の河川であります。

上前川

東京湾

①事業の概要
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②流域の状況

★早期に改修効果が得られるように、二級河川の
進捗に併せて、河川断面が狭い箇所の暫定河道
改修から着手。

★平成１２年度に二級河川の整備が完了したこと
を受け、平成１４年度から流下能力の向上を図る
ため、下流区間より本改修を実施。
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③事業の進捗状況

★総事業費２４億円のうち、平成２０年度末まで
に１４億５千万円を投資。 事業費ベースの進捗
率は、６０．５％

★整備延長L＝３，０９０ｍの内、L＝１，９０２ｍ
の本改修が完了。 整備延長ベースの進捗率
は、６１．６％

★残事業延長 L＝１，１８８ｍについては、平成
２５年度完了予定。

○印は橋梁



想定氾濫区域 出水区域

出水区域

③

平成８年出水
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浸水被害状況写真

①平成８年９月２１日 台風17号 ①平常時（平成1４年度改修済）

③平成８年９月２１日 台風17号
③平常時(現在未改

修）

②平常時(平成１５年度改修済）②平成８年９月２１日 台風17号

④社会情勢
等



⑤整 備 事 例 下流部

整備後

流下能力 整備前 3～15  ㎥/sec
整備後３１～３９ ㎥/sec

整備後整備前

整 備 前
中流部



⑥河 川 環 境

『多自然川づくり』により
魚がもどってきています。

治水・環境のバランスのとれた親しみ
やすい川を目指しています。

法面や河床を自然形態
のまま残しています。



⑦コスト縮減策

改修事業は、以下の特徴を有する。

★現況河道を利用していることから最も経済的

★発生土の工事間流用

★最小限の護岸構造物

★橋の統廃合
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二
級
河
川

前
川

準用河川
上前川

（
主
）
千
葉
鴨
川
線

ＪＲ
内
房
線

二級河川 養老川

平成２０年度までに、
東関東自動車道より
下流部付近までの
整備が完了したこと
により、想定氾濫区
域が縮小された。

凡 例

整備前 氾濫区域
H20現在 氾濫区域

整備前 想定氾濫区域
５０ｈａ

東関東自動車道下流
の氾濫区域が解消



⑧事業の投資効
果

住 宅 田 畑

総費用（建設費用） (C)＝ ９．７９億円

河川改修事業費 維持管理費（草刈等）

洪水住 宅 田 畑

総便益（改修前）

H.W.L

総費用（改修後）

総便益（被害軽減期待額） (B)＝２０．６１億円

一般資産被害（家屋、事業資産等） 残存価値（用地、
構造物等）公共土木施設被害（道路、橋、電力、ガス、水道等）

間接被害（営業停止損失、清掃労働対価等）



費用便益比

総便益（B） ／ 総費用（C）

２０．６１億円／ ９．７９億円 ＝２．１１

⑧事業の投資効
果

１７，７００３，０００

３００

２，３７５

H.W.L

環境保全型護岸

凡 例

整備前断面
整備後断面

土羽護岸
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流下能力 整備前 3～15  ㎥/sec
整備後３１～３９ ㎥/sec



対策方針（案）

当該河川は、流域内の全住民が安心して暮らすことので
きる川づくりが急務となっていることから、今後も未改修区
間の河川改修及び、橋梁の架け替えを実施し、早期完成を
目指し事業を継続する計画である。

本事業は、人家や耕地等の財産及び居住者の生命、鉄道
や道路などの重要交通網を保全する事業であり、地域の生
活に密着していることから、地域住民からは、事業に対する
期待は大きく、早期完成が強く望まれている。


